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１．概要（Summary） 

リアリティの高い人体シミュレータを実現し，手術トレー

ニングやデバイス評価環境を構築するために，生体と類

似する物理特性を再現した眼球モデルと改良したバイオ

ニックセンサを作製する．その際，デバイス作製に，名古

屋大学先端技術共同研究施設の設備を利用した． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

レーザー描画装置一式，両面露光用マスクアライナ，

スパッタリング装置一式，ダイシングソー装置，デジタルマ

イクロスコープ一式，マルチマテリアル 3Dプリンタ 

【実験方法】 

レーザー描画装置にてマスクを作製し，マスクアライナ

を用いて露光を行い，レジスト微細パターンを形成し，水

晶基板にリフトオフ法により電極パターンの作製に活用し

た．また，デジタルマイクロスコープを用いて，作製した擬

似生体組織の膜厚測定や作製基板の観察を行った．さら

に，眼球モデル作製時の治具等に３Dプリンタを用い，作

製効率の向上を行った． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

上記方法により，作製したセンサを Fig. 1の様に回路

基板の裏側に設置および配線した．これにより，防水処理

が簡便になった．Fig. 2に示すように，センサユニットを眼

球モデルに組み込むことにより，眼科医が眼底手術の訓

練を行う際の眼底部への押し込み力計測が水中にて行う

事ができた．これにより，手技評価用センサシステムの統

合に成功した． 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

・共同研究者：名古屋大学未来社会創造機構，新井史人

教授，小俣誠二特任助教，東京大学工学系研究科 光

石 衛教授，原田 香奈子准教授，東京大学医学系研究

科 相原 一教授，高尾 宗之先生, 上田 高志先生 
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６．関連特許（Patent） 
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Fig. 1 Cap of retinal force 

sensor. 

Fig. 2 Eye ball model. 


